
東
京
大
学
文
学
部
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
・
翰
林
大
学
生
死
学
研
究
所
共
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
へ
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文
化
的
差
異
の
視
点
か
ら
死
生
学
を
考
え
る

池
澤 

優

以
下
は
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
二
〇
日
（
土
）
に
東
京
大
学
福
武
ホ
ー
ル
で
、
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
と
翰
林
大
学
生

死
学
研
究
所
が
共
催
で
開
催
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
へ
」
の
記
録
で
あ
る
。

東
京
大
学
文
学
部
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
年
、
死
生
学
や
応
用
倫
理
の
分
野
に
関
わ
る
国
際
的
な
研
究
集
会
や

講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
四
年
度
は
、
韓
国
の
代
表
的
な
死
生
学
研
究
機
関
で
あ
る
翰
林
大
学
生
死
学
研
究
所
と
の

共
催
で
、「
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
へ
」
と
題
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
本
稿
は
、
死
生
学
を
論
じ
る
上
で
、
な
ぜ

東
ア
ジ
ア
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
そ
の
た
め
に

は
今
ま
で
東
京
大
学
文
学
部
が
展
開
し
て
き
た
「
死
生
学
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
説
明
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
更
に
背
景
と
し

て
死
生
学
と
い
う
分
野

―
欧
米
で
はdeath studies, thanatology
と
呼
ぶ
方
が
一
般
的
で
あ
る

―
が
、
ど
の
よ
う
な
背
景
か

ら
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
の
か
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
ず
は
東
京
大
学
文
学
部
の
「
死
生
学
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
か
ら
話
を
起
こ
し
て
い
き
た
い
。

趣
旨
説
明
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東
京
大
学
文
学
部
の
「
死
生
学
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇
〇
二
年
に
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
始
ま
っ

た
。
二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
は
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
更
新
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
終
了
し
た
が
、
そ
の

後
継
組
織
が
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
に
な
る
。
一
〇
年
に
及
ぶ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
は
多
方
面
に
及
び
、
無
数
と

言
っ
て
良
い
ほ
ど
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
集
会
が
開
か
れ
た
が
、
そ
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
は
日
本
の
死
生
観
の
独
自
性
を

そ
の
歴
史
や
文
化
と
の
関
連
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
死
の
捉
え
方
全
般
の
中

に
日
本
の
死
生
観
を
位
置
づ
け
て
、
共
通
性
や
差
異
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
の
よ
う
に
、
韓
国
、
中
国
、

台
湾
に
お
い
て
、〝
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
〟
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
四
つ
開
催
し
て
き
た
。

日
中
国
際
研
究
会
議
「
中
日
〝
東
亜
生
死
学
〟
国
際
学
術
研
討
会
」（
中
華
日
本
哲
学
会
共
催
）、
二
〇
〇
八
年
二
月
一
九
日
。

日
台
国
際
研
究
会
議
「
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
へ
」（
国
立
政
治
大
学
宗
教
学
大
学
院
共
催
）、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
三
〇
日
。

日
韓
国
際
研
究
会
議
「
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
へ
」（
成
均
館
大
学
校
共
催
）、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
〇
日
。

日
台
国
際
研
究
会
議
「
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
へ
」（
国
立
中
文
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
共
催
）、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
七
日
。

死
生
学
を
展
開
す
る
上
で
、
ア
ジ
ア
と
い
う
文
化
を
特
に
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、
欧
米
で
生
ま
れ
た
死
生

学
（
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
）
と
い
う
学
問
の
あ
る
種
の
特
殊
性
と
、
そ
れ
に
対
す
る
我
々
の
反
省
に
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
タ
ナ
ト
ロ

ジ
ー
と
い
う
分
野
が
い
か
な
る
特
殊
性
を
持
っ
て
い
た
の
か
論
じ
た
い
。

一
　
死
の
自
覚
運
動
と
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
の
興
起

死
は
人
間
の
生
に
お
い
て
最
大
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
昔
か
ら
様
々
な
分
野
で
探
究
さ
れ
て
き
た
が
、
一
つ
の
学
問
分
野
と

し
て
の
死
生
学
が
構
想
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
程
古
い
こ
と
で
は
な
く
、
概
ね
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
の
欧
米
に
お
い
て
で
あ
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る
。
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
の
教
科
書
で
あ
るW

ass, H
annelore &

 N
eim

eyer, R
obert A

., D
ying: Facing the Facts  

（T
aylor &

 Francis, 

一
九
九
五
年
、
第
三
版
）
は
そ
の
序
文
で
、
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
は
死
と
死
に
ゆ
く
こ
と
に
関
す
る
学
問
で
あ
る
が
、
同
時
に
社
会
現

象
と
し
て
の
「
死
の
認
知
運
動
（death aw

areness m
ovem

ent

）」
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
方
法
論
は
社
会
心
理
学

と
臨
床
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
教
科
書
の
目
次
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
部
　
文
脈
と
視
点

第
一
章
　K

earl, M
ichael C

.

　
死
と
政
治

―
心
理
社
会
的
視
点

第
二
章
　M

organ, John D
.

　
我
々
の
死
と
哀
し
み
を
生
き
る

―
歴
史
的
・
文
化
的
態
度

第
二
部
　
事
実

―
死
と
死
に
ゆ
く
こ
と
の
事
実

第
三
章
　N

eim
eyer, R

obert A
. and B

runt, D
avid V

an

　
死
の
不
安

第
四
章
　Sam

arel, N
elda

　
死
の
プ
ロ
セ
ス

第
五
章
　B

enoliel, Jeanne Q
uint and D

egner, Lesley F.

　
死
に
ゆ
く
こ
と
の
制
度

―
文
化
的
価
値
、
技
術
、
社
会
組
織

の
収
斂

第
六
章
　Lattanzi-Licht, M

arcia and C
onner, Stephen.

　
死
に
ゆ
く
者
へ
の
ケ
ア

―
ホ
ス
ピ
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ

第
七
章
　W

olf, Sheryl Scheible.

　
死
を
計
画
す
る
こ
と
に
関
す
る
法
的
視
点

第
八
章
　Fulton, R

obert

　
現
代
の
葬
式

―
機
能
と
機
能
不
全

第
九
章
　R

ando, T
herese A

.

　
悲
嘆
と
喪

―
喪
失
と
共
存
す
る

第
一
〇
章
　K

lass, D
ennis

　
悲
嘆
の
解
消
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
側
面

第
一
一
章
　W

ass, H
annelore

　
子
ど
も
と
思
春
期
の
生
に
お
け
る
死



池澤優

趣旨説明

87

第
一
二
章
　Stillion, Judith M

.

　
成
人
の
生
に
お
け
る
死

―
鐘
の
音
に
応
答
す
る

第
三
部
　
諸
問
題

第
一
三
章
　P

eterson, K
aren E

.

　
エ
イ
ズ

―
十
年
が
過
ぎ
て

第
一
四
章
　Leenaars, A

ntoon A
.

　
自
殺

第
一
五
章
　Z

ucker, A
rthur

　
権
利
と
死
に
ゆ
く
こ
と

第
一
六
章
　V

eatch, R
obert M

.

　
死
の
定
義

―
公
共
政
策
の
問
題

第
四
部
　
結
論

第
一
七
章
　W

ass, H
annelore and N

eim
eyer, R

obert A
.

　
結
論
的
考
察

第
一
八
章
　W

ass, H
annelore and B

alk, D
avid E.

　
文
献

こ
れ
を
見
る
と
、
確
か
に
学
際
的
で
は
あ
る
の
だ
が
、
死
に
ゆ
く
こ
と
（dying

）、
死
別
（bereavem

ent

）
に
お
け
る
悲
嘆

（grief

）
の
過
程
と
そ
れ
へ
の
対
処
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
心
理
学
や
社
会
心
理
学
の
手
法
が
中
心
的
で
、
社
会
学
や

歴
史
・
文
化
に
対
す
る
関
心
は
強
く
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
欧
米
の
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
が
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
帯
び
た
の
は
、

「
死
の
認
知
運
動
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
く
ら
い
ま
で
支
配
的
だ
っ
た
死
の
捉
え
方
に
対
す
る
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
者
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
は
中
世
か
ら
現
代
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
死
に
関
す
る
考
え
方

と
表
象
の
変
遷
を
分
析
し
、
二
〇
世
紀
の
死
に
「
倒
立
し
た
死
」
と
い
う
名
を
つ
け
た 1
。「
倒
立
し
た
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、

歴
史
上
、
類
例
が
な
い
異
常
な
事
態
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
世
紀
ま
で
は
死
に
対
す
る
考
え
方
と
態
度
は
様
々
に
変
化
し

た
に
せ
よ
、
公
的
に
死
を
表
現
す
る
方
法
が
習
慣
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
世
紀
に
な
る
と
そ
の
よ
う
な
伝
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統
が
崩
壊
し
、
死
は
公
的
に
表
現
さ
れ
な
く
な
り
、
公
的
空
間
か
ら
排
除
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
病
院
が
死
の
場
に
な
る
こ
と
に

よ
り
、
社
会
的
に
は
あ
た
か
も
死
が
存
在
さ
れ
な
い
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
の
が
普
通
に
な
り
、
死
に
つ
つ
あ
る
者
も
、
死
な
ど

存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に
、
最
後
ま
で
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
人
類
学
者
、

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ゴ
ー
ラ
ー
は
そ
れ
を
「
死
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
と
呼
ん
だ 2
。「
死
の
認
知
運
動
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
傾
向

を
疑
問
視
し
、
死
と
い
う
現
象
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
、
換
言
す
る
な
ら
、
死
の
復
権
を
目
指
す
運
動
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
「
死
の
自
覚
運
動
」
に
は
多
く
の
要
素
が
あ
り
、
例
え
ば
、
医
療
倫
理
に
代
わ
っ
て

生
命
倫
理
と
い
う
領
域
が
出
現
す
る
の
も
ほ
ほ
同
じ
時
期
で
あ
り
、
シ
シ
リ
ー
・
ソ
ン
ダ
ー
ス
（C

icely Saunders, 

一
九
一
八
～

二
〇
〇
五
）
が
一
九
六
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
セ
ン
ト
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ホ
ス
ピ
ス
を
開
設
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
、
ホ
ス

ピ
ス
、
パ
リ
ア
テ
ィ
ヴ
・
ケ
ア
の
実
践
も
重
要
な
構
成
分
野
で
あ
る
。
し
か
し
、
六
〇
年
代
初
頭
か
ら
続
々
と
現
れ
た
、
後
に
タ

ナ
ト
ロ
ジ
ー
と
い
う
語
で
包
括
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
一
群
の
心
理
学
の
研
究
が
「
死
の
自
覚
運
動
」
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る 3
。
一
般
に
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
の
始
ま
り
は
、
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ェ
イ
フ
ェ
ル
と
い
う
心
理
学
者
が
一
九
五
九
年
に
『
死
の

意
味
す
る
も
の
』
と
い
う
論
文
集
を
発
刊
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ 4
、
ま
た
そ
の
前
年
に
は
後
に
自
殺
学
（suicidology

）
を
大
成

す
る
こ
と
に
な
る
心
理
学
者
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
自
殺
予
防
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
と
そ
れ
に
続
い
て
現
れ
た
研
究
を
年
表
風
に
一
覧
に
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
九
五
八

：E
dw

in Shneidm
an

、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
自
殺
予
防
セ
ン
タ
ー
を
開
設

一
九
五
九

：H
erm

an Feifel ed., T
he M

eaning of D
eath.

一
九
六
〇

：

国
際
自
殺
予
防
学
会
創
設
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一
九
六
二

：E
rnest B

ecker, T
he B

irth and D
eath of M

eaning: a Perspective in Psychiatry and A
nthropology

（
死
の
恐
怖
が
人
間

の
根
源
的
、
生
得
的
な
性
向
で
あ
り
、
そ
の
克
服
と
抑
圧
が
文
化
の
機
能
で
あ
る
と
す
る
。
恐
怖
管
理
理
論
と
い
う
心
理
学

説
の
基
礎
に
な
る
）

一
九
六
三

：Jessica M
itford, T

he A
m

erican W
ay of D

eath

（
葬
送
産
業
に
関
す
る
社
会
学
的
研
究
）

一
九
六
五

：B
arney G

laser &
 A

nselm
 Strauss, A

w
areness of D

ying

（
臨
床
に
お
け
る
告
知
の
あ
り
方
を
決
定
す
る
要
素
の
分

析
と
、
終
末
期
の
患
者
の
死
に
対
す
る
態
度
の
類
型
に
関
す
る
社
会
学
的
研
究
）

一
九
六
五

：R
obert Fulton

、
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
で
死
の
準
備
教
育
を
開
始

一
九
六
七

：R
obert Lifton, D

eath in Life: the Survivors of H
iroshim

a

（ 5
死
を
克
服
す
る
た
め
に
象
徴
的
な
永
続
を
構
築
す
る
も

の
と
し
て
人
間
の
営
み
を
捉
え
る
。
リ
フ
ト
ン
は
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
分
析
の
手
法
を
と
る
）

一
九
六
七

：Shneidm
an

、B
ulletin of Suicidology

誌
を
創
刊

一
九
六
七

：E
lisabeth K

übler -R
oss, On D

eath and D
ying

（
死
の
過
程
に
関
す
る
草
分
け
的
研
究
）

一
九
六
九

：John B
ow

lby, A
ttachm

ent and Loss
（
人
間
の
行
為
を
愛
着
対
象
の
喪
失
に
対
す
る
対
応
と
捉
え
、
宗
教
を
含
む

文
化
装
置
を
愛
着
対
象
の
代
替
と
理
解
す
る
、
愛
着
理
論
を
唱
え
た
）

一
九
七
〇

：R
obert K

astenbaum

、Om
ega: journal of death and dying

誌
を
創
刊

一
九
七
二

：A
very W

eism
an, On D

ying and D
enying: a Psychiatric Study of Term

inality

（
死
と
死
後
に
関
す
る
宗
教
観
念
が

自
己
の
永
続
の
願
い
を
か
な
え
る
た
め
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
）

以
上
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
の
重
要
な
理
論
が
出
そ
ろ
い
、
そ
し
て
そ
の
多
く
は
心

理
学
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
主
題
化
さ
れ
た
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
は
死
の
恐
怖
／
不
安
で
あ
り 6
、
そ
れ
は
人
間
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に
は
潜
在
的
、
顕
在
的
に
死
に
対
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
そ
れ
が
死
を
思
考
し
表
現
す
る
こ
と
を
抑
圧
し
て
い
る
、
故
に
死
の
不
安

を
抑
え
る
こ
と
で
、
死
に
前
向
き
に
向
か
い
合
い
、
最
終
的
に
は
乗
り
越
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
要

約
で
き
る
。

死
の
恐
れ
と
な
ら
ん
で
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
の
主
テ
ー
マ
に
な
っ
た
の
は
、
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
（
や
は
り
心
理
学
者
で
あ
る
）
が

牽
引
役
と
な
っ
た
実
践
的
な
自
殺
予
防
運
動
と
な
ら
び
、
死
の
準
備
教
育
（death education

）、
死
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
後
者

の
テ
ー
マ
を
確
立
す
る
上
で
決
定
的
な
影
響
力
を
与
え
た
の
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
＝

ロ
ス
（Elisabeth K

übler-R
oss, 

一
九
二
六
～
二
〇
〇
四
）
のOn D

eath and D
ying

（1969, 

鈴
木
晶
訳
『
死
ぬ
瞬
間

―
死
と
そ
の
過
程
に
つ
い
て
』
中
公
文
庫
、

二
〇
〇
一
）
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い 7
。
し
か
し
、
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
は
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
＝

ロ
ス
に
対
し
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
冷

淡
で
あ
り
、
過
去
に
多
く
い
た
死
の
プ
ロ
セ
ス
の
研
究
者
の
一
人
と
い
う
扱
い
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
述
し
た
教
科
書
の
第
四

章
「
死
の
プ
ロ
セ
ス
」（N

elda Sam
arel, “T

he dying process”, W
ass &

 N
eim

eyer

前
掲
書
）
で
は
、
死
の
過
程
の
概
念
を
定
立

す
る
上
で
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
＝

ロ
ス
の
功
績
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
否
認
→
怒
り
→
取
り
引
き
→
抑
鬱
→
受
容
と
い

う
有
名
な
五
段
階
の
死
の
過
程
の
理
論
は
、
そ
の
よ
う
な
段
階
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
段
階
を
経
由
す
る
こ
と
、
そ
の

よ
う
に
解
釈
で
き
る
こ
と
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
証
拠
」
が
な
く
、
患
者
個
人
の
個
別
性
を
認
め
ず
、
全
員
が
五
段
階
を
経
て

「
受
容
」
に
至
る
よ
う
に
周
囲
が
強
要
し
か
ね
な
い
た
め
、
有
害
無
益
で
あ
る
と
す
る
批
判
を
五
点
に
要
約
し
て
い
る
。
確
か
に

キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
＝

ロ
ス
が
死
の
過
程
の
最
後
を
「
受
容
」
と
表
現
し
た
こ
と
は
、
言
葉
と
し
て
は
適
当
で
は
な
か
っ
た
と
は
言
え

る
か
も
し
れ
な
い 8
。
が
、
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
の
中
で
は
死
の
過
程
を
「
証
拠
」（
統
計
的
な
証
拠
）
に
よ
り
実
証
す
る
こ
と
が
繰
り

返
し
試
み
ら
れ
る
一
方
で
、
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
＝

ロ
ス
本
人
は
五
段
階
は
必
ず
し
も
直
進
的
に
進
む
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
個
人
差

が
大
き
い
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
受
容
」
と
い
う
言
葉
で
彼
女
が
結
果
的
に
含
意
し
て
し
ま
っ

た
、
死
に
対
し
前
向
き
に
対
処
し
、
最
終
的
に
は
乗
り
越
え
る
と
い
う
枠
組
み
は
前
提
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
身
近
な
者
の
死
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を
経
験
し
た
悲
嘆
の
プ
ロ
セ
ス
の
研
究
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
の
実
践
運
動
と
し
て
重
要
だ
っ
た
の
が
「
死

の
準
備
教
育
」（death education

）
に
な
る
が
、
そ
れ
は
普
段
か
ら
死
を
意
識
す
る
こ
と
で
不
安
を
低
下
さ
せ
、
実
際
に
死
に
直

面
し
た
時
に
受
容
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
容
易
に
し
、
あ
る
い
は
身
近
な
者
の
死
に
対
す
る
悲
嘆
か
ら
早
く
回
復
し
て
、
死
者
か
ら

離
れ
る
こ
と
を
促
進
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た 9
。

タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
が
単
に
学
問
と
し
て
死
を
研
究
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
死
を
隠
蔽
す
る
と
い
う
現
代
の
あ
り
方
を
疑
問
視
し
、

そ
れ
を
変
革
す
る
運
動
で
あ
っ
た
以
上
、
そ
れ
が
特
定
の
価
値
観

―
死
を
直
視
し
受
容
す
る
こ
と
で
、
我
々
は
前
向
き
に
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
、
死
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
価
値
観

―
を
前
提
に
す
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
、
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
は
学
問
で
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
死
を
直
視
し
て
乗
り
越
え
、
前
向
き
に
生
き
る
と
い
う
価
値
観
を

学
問
の
名
の
下
に
押
し
つ
け
る
危
険
性
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
が
内
包
し
て
い
た
価
値
観
は
、
生
と
死

を
全
く
の
対
立
と
考
え
、
死
を
一
種
の
〝
敵
〟
と
し
て
扱
う
と
い
う
枠
組
み
を
前
提
に
し
て
い
た
が
、
ア
リ
エ
ス
が
描
い
た
よ
う

に
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
生
と
死
が
連
続
・
共
存
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
に
お
い
て
す
ら
死
を

〝
敵
〟
と
し
て
扱
う
と
い
う
態
度
は
特
定
の
時
代
の
産
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る 11
。

二
　
日
本
の
死
生
観
と
死
生
学

日
本
文
化
あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
の
文
化
全
体
が
、
西
洋
近
代
の
よ
う
に
生
と
死
を
根
本
的
な
二
元
対
立
と
し
な
い
傾
向
が
あ
る

と
よ
く
言
わ
れ
る
。
そ
の
当
否
は
措
い
て
お
く
が
、
確
か
に
日
本
の
伝
統
の
中
に
、
死
を
敵
視
し
な
い
で
「
受
容
」
す
る
傾
向
が

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
本
居
宣
長
は
我
が
国
の
死
の
捉
え
方
を
最
も
見
事
に
表
現
し
た
人
物
の
一

人
で
あ
る
が
、
彼
は
善
人
も
悪
人
も
み
な
死
に
黄
泉
の
国
に
行
く
こ
と
が
、
神
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
で
あ
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り
、
そ
れ
を
悲
し
い
こ
と
と
し
て
悲
し
む
の
が
人
間
に
と
っ
て
の
自
然
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る 11
。
彼
な
ら
死
を
直
視
し
て
乗
り
越

え
る
と
い
う
の
は
、
不
自
然
な
「
さ
か
し
ら
」
だ
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
我
々
の
同
僚
で
あ
っ
た
竹
内
整
一
は
、
本
居
宣
長
の
こ

の
捉
え
方
を
含
め
、
日
本
人
の
死
生
観
を
共
時
的
あ
る
い
は
類
型
論
的
に
表
現
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る 12
。
発
表
者
な
り
に
そ
の

論
点
を
ま
と
め
る
な
ら
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

日
本
人
は
人
間
の
有
限
性
、
死
を
悲
し
む
こ
と
を
通
し
て
、
他
者
へ
の
倫
理
だ
け
で
な
く
、〝
超
越
的
な
も
の
〟
を
知
覚
す
る

こ
と
を
可
能
に
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
文
化
の
中
で
も
宗
教
（
特
に
仏
教
）
は
重
要
で
あ
り
、
絶
対
的
な
神
や
死
後
（
浄

土
）
を
設
定
す
る
こ
と
で
死
を
超
克
す
る
こ
と
は
一
つ
の
方
法
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
死
後
の
存
在
を
信
じ
る
こ
と
で
死
を
悲

し
ま
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
る
感
性
が
日
本
人
に
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
人
間
の
有
限
性
、
無
力
感
を
受
け
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
と
の
共
感
が
生
ま
れ
、
そ
の
傷
つ
き
や
す
さ
、
個
々
人

の
か
け
が
え
の
な
さ
を
感
受
で
き
る
。
人
間
の
有
限
性
を
悲
し
む
と
は
、
人
間
が
宇
宙
の
中
で
「
一
滴
」
の
水
で
し
か
な
い
が
、

唯
一
無
二
の
「
一
滴
」
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
で
あ
り
、
死
者
は
そ
の
よ
う
な
悲
し
み
以
外
で
は
姿
を
表
す
こ
と
は
な
い
。

同
時
に
、
人
間
の
有
限
性
が
宇
宙
の
摂
理
で
あ
る
（
即
ち
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
）
と
認
識
す
る
こ
と
で
、

人
間
が
あ
る
種
の
〝
超
越
性
〟
に
つ
な
が
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
日
本
人
の
「
さ
よ
う
な
ら
」
と
い
う
分
か
れ
言
葉
に
は
「
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
」、
即
ち
今
を
確
認
し
、
過
去
の
人
生
を
総
括
し
、
そ
こ
に
働
い
て
い
る
摂
理
（「
自お

の

ず
か
ら
」）
を
認
め
た
上

で
、
主
体
的
に
未
来
に
踏
み
出
し
て
い
く
（「
自

み
ず
か

ら
」）
と
い
う
意
味
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。「
一
滴
」
の
比
喩
を
再
び
用
い
る
な

ら
、
人
間
は
「
一
滴
」
と
し
て
個
別
的
な
存
在
で
あ
る
が
、
同
時
に
「
一
滴
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
全
体
に
通
じ
て
い
る
の
で
あ

り
、
死
す
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
宇
宙
的
な
摂
理
に
内
包
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

宗
教
的
な
彼
岸
性
を
通
し
て
超
越
性
を
求
め
な
か
っ
た
日
本
人
は
、
死
を
超
克
す
べ
き
対
象
と
せ
ず
、
人
間
に
で
き
る
の
は
今

こ
こ
に
あ
る
生
を
精
一
杯
生
き
る
こ
と
で
あ
り
、
死
す
べ
き
時
が
来
た
ら
、
悲
し
み
つ
つ
そ
れ
と
別
れ
る
こ
と
（「
さ
よ
う
な
ら
」）
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を
通
し
て
、
自
分
が
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
と
、
そ
し
て
自
分
の
死
後
も
確
か
に
世
界
は
続
い
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
に

よ
り
自
分
の
生
を
意
味
づ
け
死
を
受
容
し
て
き
た
（
金
子
大
栄
「
花
び
ら
は
散
る
　
花
は
散
ら
な
い
」）。

ロ
バ
ー
ト
・
リ
フ
ト
ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
生
が
死
に
よ
り
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
前
に
し
て
、
生
き

る
こ
と
を
動
機
づ
け
る
に
は
、
死
を
越
え
る
何
ら
か
の
象
徴
的
な
意
義
を
生
に
見
出
し
、
そ
れ
に
よ
り
死
を
も
意
義
づ
け
、
受
け

入
れ
る
必
要
が
あ
る
（
リ
フ
ト
ン
は
こ
れ
を
「
象
徴
化
の
原
理
」
と
呼
ぶ
）。
そ
れ
は
人
類
共
通
の
〝
戦
略
〟
で
あ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
た
だ
、
リ
フ
ト
ン
は
こ
の
象
徴
的
不
死
と
い
う
〝
戦
略
〟
に
は
幾
つ
か
の
方
法
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
生
物
的
、
神

学
的
、
創
造
的
、
自
然
的
、
経
験
的
と
い
う
五
つ
の
類
型
に
分
類
し
た
上
で
、
日
本
人
の
場
合
は
、
生
物
的
あ
る
い
は
自
然
的
な

不
死
性
、
即
ち
個
人
は
死
に
よ
っ
て
永
続
的
な
全
体
性
（
集
団
な
り
宇
宙
な
り
）
に
回
帰
す
る
と
い
う
類
型
を
選
択
す
る
傾
向
が

強
い
と
い
う 13
。
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
が
死
に
負
け
な
い
前
向
き
な
生
を
確
立
す
る
こ
と
で
死
を
超
克
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
確
か
に
象

徴
的
不
死
の
一
つ
の
方
法
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
文
化
が
同
様
の
戦
略
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
日
本

文
化
の
場
合
は
、
死
を
受
容
す
る
こ
と
を
通
し
て
生
を
意
義
づ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
一
つ
の
方
法

で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
東
京
大
学
死
生
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
死
生
学
構
想

二
〇
〇
二
年
に
東
京
大
学
文
学
部
が
「
死
生
学
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
と
き
、
私
た
ち
は
当
然
、
欧
米
の
タ
ナ
ト
ロ

ジ
ー
を
意
識
し
た
が
、
同
時
に
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
の
文
化
的
な
限
界
、
お
よ
び
そ
れ
が
日
本
文
化
の
死
生
観
と
フ
ィ
ッ
ト
し
な
い
と

い
う
感
覚
を
も
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
日
本
と
ア
ジ
ア
の
文
化
に
根
ざ
し
た
「
死
生
学
」
を
構
築
す
る
こ
と
を

我
々
が
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
な
る
。
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洞
察
と
、
過
去
の
歴
史
に
関
す
る
豊
か
な
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

故
に
、
③
の
領
域
は
、
現
代
的
な
状
況
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
そ
こ
で
何
が
起
き
つ
つ
あ
り
、
い
か
な
る
知
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
を
知
る
た
め
の
〝
臨
床
〟
的
分
野
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
は
、
人
類
の
あ
り
方
と
歴
史
に
照
ら
し
て
検
討
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
③
が
現
在
に
関
わ
る
分
野
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
①
の
分
野
は
、
死
生
や
倫
理
に
関
し
て
人
類
が
積
み
重
ね

て
き
た
知
を
探
求
す
る
、
歴
史
的
、
文
化
的
な
研
究
の
領
域
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
③
は
①
に
刺
激
を
与
え
、
新
た
な
研
究
領
域
を

切
り
開
く
た
め
の
原
動
力
と
な
る
の
に
対
し
、
①
の
分
野
は
③
の
分
野
に
対
し
、
現
状
を
理
解
し
、
問
題
点
を
探
る
た
め
の
視
点

死生の

哲学と倫理に関する

理論的考察

現在の

臨床現場への

実践的関与

死生の

文化の

比較研究

視点

刺激

過去現在

未来

Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
代
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
島
薗
進
は
、
シ
リ
ー
ズ
『
死

生
学
』
の
巻
頭
論
文
「
死
生
学
と
は
何
か

―
日
本
で
の
形
成
過
程
を
顧
み
て
」

の
中
で
、
死
生
学
の
基
本
構
想
を
、
①
死
生
の
文
化
の
比
較
研
究
、
②
死
生
の
哲

学
と
倫
理
に
関
す
る
理
論
的
考
察
、
③
現
在
の
臨
床
現
場
へ
の
実
践
的
関
与
の
三

つ
を
柱
に
す
る
と
述
べ
て
い
る 14
。
こ
の
構
想
を
筆
者
な
り
に
肉
付
け
す
る
な
ら
、

以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

現
代
に
お
い
て
急
速
に
死
の
あ
り
方
が
変
貌
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
そ
れ
を
考
え
、

複
合
的
か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
は
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

が
付
け
焼
き
刃
的
な
対
応
に
終
わ
る
な
ら
、
本
当
の
意
味
で
現
代
の
諸
問
題
を
乗

り
越
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
何
よ
り
も
、
人
類
は
今
ま
で
の
歴
史
上
の
変
化
を

常
に
そ
の
時
点
に
お
い
て
有
し
て
い
た
知
を
活
用
す
る
こ
と
で
乗
り
越
え
て
き
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
変
化
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。

そ
れ
故
に
、
現
代
に
対
応
す
る
真
の
学
知
は
、
人
間
存
在
の
本
質
に
対
す
る
深
い



池澤優

趣旨説明

95

を
与
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
い
。
③
の
分
野
（
現
在
）
と
①
の
分
野
（
過
去
）
を
踏
ま
え
た
上
で
、
で
は

将
来
に
お
い
て
ど
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
（
未
来
）
に
昇
華
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
②
の
哲
学
的
な
分
野
に
な
る
。
即

ち
、
死
生
学
が
構
築
し
よ
う
と
す
る
学
知
は
、
現
在
と
過
去
を
踏
ま
え
た
上
で
、
未
来
を
展
望
す
る
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

四
　
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
へ

ま
と
め
る
な
ら
、
我
々
の
「
死
生
学
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
の
文
化
的
限
定
性
を
認
識
し
た
上
で
、
よ
り
包
括

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
選
択
し
た
の
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
、
文
化
的
な
特
性
の
中
で
死
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
志
向
す
る
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
我
々
の
「
死
生
学
」
の
方
が
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
よ
り
も
学
問
的
だ
と
か
客
観
的
だ
と
か
い
う
こ
と
を
主

張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
今
述
べ
た
「
死
生
学
」
構
想
が
示
す
よ
う
に
、
死
生
学
の
出
発
点
は
現
在
の
生
と
死
の
現
場
に
向
き
合

う
こ
と
に
あ
り
、
現
場
が
特
定
の
文
化
・
社
会
的
状
況
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
学
知
は
日
本

と
い
う
文
化
と
社
会
の
限
定
を
受
け
た
も
の
に
な
り
、
普
遍
的
と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
学
知
が
普
遍
的
な
有
効
性
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
こ
と

で
あ
ろ
う
。
現
場
に
向
き
合
っ
て
構
築
し
た
知
が
、
唯
一
絶
対
の
普
遍
的
な
も
の
と
思
い
込
む
よ
う
な
独
善
に
陥
っ
て
は
な
ら
な

い
。
い
か
な
る
学
知
も
時
代
と
文
化
の
限
定
を
受
け
ざ
る
を
得
ず
、
し
か
も
現
在
の
も
の
の
見
方
は
我
々
に
と
っ
て
余
り
に
も
当

た
り
前
の
も
の
な
の
で
、
我
々
は
自
ら
の
非
限
定
性
に
関
し
て
無
自
覚
に
な
り
や
す
い
。
し
か
し
、
状
況
が
刻
々
と
変
化
し
、
新

し
い
問
題
が
次
か
ら
次
へ
と
生
じ
る
中
で
、
現
在
の
考
え
方
や
視
点
だ
け
で
対
応
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
全
く
新
し
い
発
想
、

全
く
新
し
い
視
点
が
時
に
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
は
現
在
の
当
た
り
前
の
見
方
を
相
対
化
で
き
る
だ
け
の
余
裕
が
必
要
な
の
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で
あ
る
。

死
生
学
に
お
け
る
文
化
比
較
、
異
文
化
と
の
対
話
は
何
よ
り
も
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
だ
と
考
え
る
。
特
に
東
ア
ジ
ア
は
儒
教

や
仏
教
な
ど
、
多
く
の
要
素
を
共
有
し
つ
つ
、
多
く
の
異
質
な
状
況
、
問
題
、
そ
し
て
視
点
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
共
通

性
と
差
異
を
学
ぶ
こ
と
で
、
我
々
は
別
の
見
方
、
視
点
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
問
題
に
対
す
る
新
し
い
ア

プ
ロ
ー
チ
を
開
拓
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
共
催
の
労
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
翰
林
大
学
生
死
学
研
究
所
は
、
韓
国
で
初
め
て
の
死
生
学
の
専
門
機

関
で
あ
り
、
特
に
自
殺
予
防
へ
の
取
り
組
み
で
知
ら
れ
て
い
る
。
自
殺
問
題
は
言
う
ま
で
も
な
く
死
生
学
に
お
け
る
大
き
な
問
題

で
あ
る
が
、
自
殺
そ
の
も
の
の
状
況
も
、
そ
れ
へ
の
取
り
組
み
も
日
本
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
で
生
ま
れ
た
「
自
殺
学
」
の
方
法
論
に
対
し
て
、
日
本
と
韓
国
で
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
も
、
関
心
を
引

く
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
韓
国
と
日
本
の
死
生
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
先
ず
総
論
的
な
報

告
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
に
各
論
と
し
て
、
自
殺
問
題
を
含
む
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
だ
く
と
い
う
構
成
に

し
た
。
全
体
の
構
成
は
以
下
の
通
り
に
な
る
。

第
一
部
　
総
論

　
発
表
一

　
裵
寬
紋
「
韓
国
に
お
け
る
生
死
学
研
究
の
現
況
と
課
題
」

　
発
表
二

　
清
水
哲
郎
「
日
本
に
お
け
る
臨
床
死
生
学
と
臨
床
倫
理
学
の
交
叉
」

　
質
疑
応
答

第
二
部

　
各
論

　
発
表
三

　
李
窓
益
「
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
事
故
と
死
の
表
象
の
疫
学

─
韓
国
社
会
に
お
い
て
死
ぬ
と
い
う
こ
と
の
意
味
」



池澤優

趣旨説明

97

　
発
表
四
　
松
本
俊
彦
「
日
本
に
お
け
る
若
者
の
自
殺
関
連
事
象

―
身
体
改
造
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
関
連
」

　
発
表
五
　
呉
進
鐸
「
自
殺
者
の
死
の
認
識
に
関
す
る
分
析

─
自
殺
者
の
遺
書
を
中
心
に
」

　
質
疑
応
答

第
三
部
　
総
合
討
論

司
会
は
、
東
京
大
学
文
学
部
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
准
教
授
の
堀
江
宗
正
氏
に
ご
担
当
い
た
だ
い
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
死
生
学
と
い
う
新
し
い
領
域
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
で
の
交
流
の
機
会
に
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ

る
。

■ 

註
1 

A
ries, P

hilippe, L
’hom

m
e devant la m

ort,  1977

（
成
瀬
駒
男
訳
『
死
を
前
に
し
た
人
間
』、
み
す
ず
、
一
九
九
〇
）。
ア
リ
エ
ス
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
死
の
歴
史
を
五
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
標
題
を
つ
け
た
。
第
一
が
中
世
前
期
に
相
当
す
る
「
飼
い
な
ら

さ
れ
た
死
」、
第
二
が
中
世
後
期
の
「
己
の
死
」、
第
三
が
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
「
遠
く
て
近
い
死
」、
第
四
が
近
代
の
「
汝
の
死
」、
第
五
が

現
代
の
「
倒
立
し
た
死
」
で
あ
る
。「
飼
い
な
ら
さ
れ
た
死
」
の
段
階
で
は
、
最
後
の
審
判
の
時
に
復
活
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、
人
々

は
教
会
に
葬
ら
れ
た
。
死
の
瞬
間
は
重
要
で
は
な
く
、
最
後
の
審
判
を
待
ち
寝
て
い
る
の
が
死
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
「
己
の
死
」
の
時

代
に
な
る
と
、
人
は
死
の
瞬
間
に
身
体
か
ら
霊
魂
が
分
離
し
て
、
自
ら
天
国
か
地
獄
か
を
選
択
す
る
も
の
と
さ
れ
、
地
獄
に
墜
ち
た
場
合

に
備
え
て
、
生
き
て
い
る
間
か
ら
自
ら
を
救
済
す
る
儀
礼
を
用
意
す
る
よ
う
に
な
る
。「
遠
く
て
近
い
死
」
の
段
階
で
は
、
宗
教
改
革
に

よ
り
墓
地
が
教
会
か
ら
分
離
し
、
死
後
よ
り
も
生
前
の
生
き
方
が
強
調
さ
れ
た
た
め
、
死
の
瞬
間
の
重
要
性
は
低
下
し
た
。
ま
た
、
科
学

に
よ
っ
て
死
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
考
え
方
が
初
め
て
現
れ
る
。
近
代
の
「
汝
の
死
」
の
中
で
は
、
戦
争
死
者
は
国
民
国
家
の
象
徴
と
し

て
扱
わ
れ
る
一
方
、
一
般
の
死
は
家
族
と
い
う
私
的
領
域
の
出
来
事
と
さ
れ
、
愛
す
る
者
の
死
を
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
美
し
く
描
く
よ
う
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に
な
っ
た
。「
倒
立
し
た
死
」
に
な
る
と
、
そ
の
反
動
か
ら
死
の
醜
い
面
が
隠
さ
れ
、
死
に
ゆ
く
者
に
対
す
る
告
知
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、

病
院
が
一
種
の
死
の
隠
れ
家
の
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。

2 
G

orer, G
eoffrey, D

eath, G
rief, and M

ourning in C
ontem

porary B
ritain , 1965

（
宇
都
宮
輝
夫
訳
『
死
と
悲
し
み
の
社
会
学
』、
ヨ
ル
ダ
ン
社
、

一
九
八
六
）。
ゴ
ー
ラ
ー
の
研
究
は
、
近
親
者
と
死
別
し
た
者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
参
与
観
察
に
よ
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代
の
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
死
に
関
す
る
暗
黙
の
ル
ー
ル
（
社
会
的
コ
ー
ド
）
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
は
、
伝
統
的
慣
習
や
信
仰

を
残
し
て
い
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
除
き
、
嘗
て
死
に
関
す
る
行
動
を
規
定
し
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
的
慣
行
は
説
得
力
と
規
制
力
を
失
っ

て
お
り
、
個
々
人
が
自
ら
の
工
夫
で
死
を
扱
う
た
め
の
儀
礼
を
創
出
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
成
功
で
き
な
い
場
合

は
、
身
体
的
・
精
神
的
な
不
調
や
、
哀
悼
の
拒
絶
や
抑
圧
、
あ
る
い
は
逆
に
病
的
な
哀
悼
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
発
見
し

た
。
死
を
公
的
に
表
現
す
る
た
め
の
共
有
さ
れ
た
手
段
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
、
死
は
人
を
「
む
か
つ
か
せ
る
」
も
の
と
な
り
、
隠
さ
れ
る

一
方
、
大
衆
に
提
供
さ
れ
る
空
想
の
中
で
は
多
く
の
死
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ゴ
ー
ラ
ー
が
こ
れ
を
「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
と

呼
ん
だ
の
は
、
公
的
に
は
忌
避
さ
れ
る
対
象
で
あ
り
な
が
ら
、
空
想
の
中
で
満
足
さ
せ
る
と
い
う
構
造
が
、
嘗
て
性
描
写
に
該
当
す
る
あ

り
方
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

3 

カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
死
生
観
教
育

―
そ
の
歴
史
と
意
義
」、
シ
リ
ー
ズ
『
死
生
学
』
１
、
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
八
。
イ
ー
リ
ャ
・
ム
ス
リ
ン
『
近
年
の
北
米
心
理
学
理
論
に
お
け
る
死
と
宗
教

―
宗
教
学
・
死
生
学
の
立
場
か
ら
』、

二
〇
一
四
年
に
人
文
社
会
系
研
究
科
に
提
出
さ
れ
た
学
位
論
文
。

4 
H

erm
an Feifel ed., T

he M
eaning of D

eath, 1959
（
大
原
健
士
郎
、
勝
俣
暎
史
、
本
間
修
訳
『
死
の
意
味
す
る
も
の
』、
岩
崎
学
術
出
版
社
、

一
九
七
三
）。
こ
の
論
文
集
は
一
九
五
六
年
の
ア
メ
リ
カ
心
理
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
多
様
だ
が
、
フ
ェ

イ
フ
ェ
ル
自
身
は
高
齢
者
や
終
末
患
者
に
お
け
る
死
の
不
安
と
恐
怖
の
専
門
家
で
あ
っ
た
。

5 

桝
井
迪
夫
ほ
か
訳
『
ヒ
ロ
シ
マ
を
生
き
抜
く

―
精
神
史
的
考
察
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
。

6 

死
に
対
す
る
恐
れ
が
、「
恐
怖
」( fear, terror)

で
あ
る
の
か
、「
不
安
」( anxiety)

で
あ
る
の
か
と
い
う
点
自
体
、
意
見
の
分
岐
が
あ
る
。

前
者
は
死
に
ゆ
く
過
程
に
お
け
る
苦
痛
や
他
者
の
死
に
対
す
る
反
応
に
な
る
が
、
後
者
な
ら
存
在
消
滅
の
恐
れ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
問
題

に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
死
の
恐
怖
／
不
安
と
さ
れ
る
も
の
を
厳
密
に
区
分
し
て
議
論
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
で
は
な
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さ
れ
て
い
る
。W

ass &
 N

eim
eyer, p.52, 

ム
ス
リ
ン
、
三
二
～
三
九
頁
。

7 
E

lisabeth K
übler-R

oss, O
n D

eath and D
ying, 1969.

（
鈴
木
晶
訳
『
死
ぬ
瞬
間

―
死
と
そ
の
過
程
に
つ
い
て
』
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
一
）

8 

キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
＝

ロ
ス
が
否
認
→
怒
り
→
取
り
引
き
→
抑
鬱
→
受
容
と
い
う
五
段
階
を
提
示
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
そ
こ
で

は
「
受
容
」
は
従
容
と
し
て
死
を
受
け
入
れ
る
と
い
っ
た
状
態
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受

容
が
全
て
の
死
に
ゆ
く
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
結
果
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
理
論
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。N

elda Sam
arel

前
掲
論
文
、

pp.93-95

。

9 

付
言
し
て
お
く
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
死
の
恐
れ
を
克
服
し
受
容
に
至
る
と
す
る
、
一
直
線
的
な
悲
嘆
の
プ
ロ
セ
ス
の
モ
デ
ル
は
、
現
在

も
維
持
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、R

obert N
eim

eyer ed., M
eaning R

econstraction and the E
xperience of L

oss , 

2001.

（
富
田
拓
郎
・
菊
池
安
希
子
訳
『
喪
失
と
悲
嘆
の
心
理
療
法

―
構
成
主
義
か
ら
見
た
意
味
の
探
究
』、
金
剛
出
版
、
二
〇
〇
七
）。

金
子
絵
里
乃
前
掲
書
。
樽
川
典
子
「
死
別
体
験
の
受
容
と
死
者
の
存
在
」、『
喪
失
と
生
存
の
社
会
学

―
大
震
災
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
』、
有
信
堂
、
二
〇
〇
七
参
照
。

11 

ア
リ
エ
ス
の
記
述
に
よ
る
な
ら
、
中
世
の
段
階
で
は
人
は
教
会
の
敷
地
内
に
葬
ら
れ
、
そ
し
て
教
会
は
世
俗
的
な
活
動
が
行
わ
れ
る
場
で

も
あ
っ
た
た
め
、
生
者
と
死
者
は
教
会
に
お
い
て
共
存
し
て
い
た
。
死
が
衆
人
環
視
の
中
で
起
こ
る
こ
と
は
普
通
で
あ
り
、
既
述
の
よ
う

に
、
死
と
は
最
後
の
審
判
を
待
機
し
て
い
る
状
態
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
生
と
死
の
間
に
絶
対
的
な
断
絶
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

死
と
戦
う
、
死
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
生
ま
れ
た
の
は
、
彼
の
言
う
「
遠
く
て
近
い
死
」
の
段
階
、
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗

教
改
革
の
時
代
で
あ
る
。
そ
の
時
期
に
は
死
体
を
科
学
的
研
究
の
対
象
と
し
、
死
の
秘
密
を
解
明
す
る
こ
と
で
死
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

希
求
さ
れ
た
。

11 

相
良
亨
『
日
本
人
の
死
生
観
』、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
四
。

12 

竹
内
整
一
『
日
本
人
は
「
や
さ
し
い
」
の
か

―
日
本
精
神
史
入
門
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
。『「
お
の
ず
か
ら
」
と
「
み
ず
か
ら
」

―
日
本
思
想
の
基
層
』、
春
秋
社
、
二
〇
〇
四
。『「
は
か
な
さ
」
と
日
本
人

―
「
無
常
」
の
日
本
精
神
史
』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
。

『
か
な
し
み
の
哲
学
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
九
。『
日
本
人
は
な
ぜ
、
さ
よ
う
な
ら
と
別
れ
る
の
か
』、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
九
。『
花

び
ら
は
散
る

　
花
は
散
ら
な
い

―
無
常
の
日
本
思
想
』、
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
一
。
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13 

加
藤
周
一
、
ラ
イ
シ
ュ
・
リ
フ
ト
ン
、
矢
島
翠
訳
『
日
本
人
の
死
生
観
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
。
生
物
的
と
は
個
人
が
死
ん
で
も
、

所
属
集
団
が
永
続
す
る
こ
と
に
永
遠
性
を
見
出
す
タ
イ
プ
、
神
学
的
と
は
魂
の
不
死
、
来
世
あ
る
い
は
再
生
の
信
仰
、
創
造
的
と
は
個
人

が
死
ん
で
も
、
そ
の
業
績
は
残
る
と
い
う
考
え
方
、
自
然
的
と
は
個
人
の
死
を
越
え
て
自
然
が
存
続
し
、
個
人
は
そ
こ
に
回
帰
す
る
と
い

う
感
覚
、
経
験
的
と
は
何
事
か
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
生
死
の
対
立
自
体
を
相
対
化
す
る
こ
と
を
指
す
。

14 

島
薗
進
、
竹
内
整
一
編
『
死
生
学
と
は
何
か
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
。

（
い
け
ざ
わ
・
ま
さ
る
　
東
京
大
学
文
学
部
死
生
学･

応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
）


